
、　　．一1

【
特
集
】
時
代
を
越
え
、
今
に
実
る
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訝深戊∴恵

特
集
　
時
代
を
越
え
、
今
に
実
る

元
気
を
育
む

近
年
、
全
国
各
地
の
伝
統
野
菜

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
回
る

の
が
旬
の
時
季
に
限
ら
れ
る
た

め
、
お
い
し
さ
が
ギ
ユ
ツ
と
詰
ま
っ

て
い
る
う
え
に
、
栄
養
価
も
高
い

の
が
特
徴
で
す
。
今
回
は
、
そ

な
か
で
も
、
東
京
で
栽
培
さ
れ
る

「
江
戸
東
京
野
菜
」
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。



江戸の文化を

現在に残して
いるのです。

「江戸東京野菜」は、東京都郊外を中心に栽培されています。

江戸東京・伝統野菜研究会代表

大竹道茂さん
2020年、平凡社新書より『江

戸東京野菜の物語』が刊行。

⑥東京都農林水産据興財団

絵画として古くから残されていました。
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江
戸
か
ら
東
京
へ
時
を
つ
な
ぐ
伝
統
野
菜

参
勤
交
代
で
運
ば
れ
た

全
国
の
野
菜
の
種

伝
統
野
菜
の
一
つ
と
し
て
東
京
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
「
江
戸
東
京
野
菜
」
。
そ

の
多
く
は
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
始
め
た

と
い
い
ま
す
。

「
江
戸
東
京
野
菜
」
の
普
及
に
尽
力
さ

れ
る
大
竹
道
茂
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と
、

「
天
正
1
8
年
（
1
5
9
0
年
）
、
徳
川
家

康
が
江
戸
へ
入
府
す
る
と
、
江
戸
に
は
全

国
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
す
る
と
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
生
鮮

野
菜
が
不
足
し
て
い
き
ま
す
。

地
方
の
諸
大
名
は
、
参
勤
交
代
の
た

め
、
一
年
お
き
に
江
戸
に
居
住
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の

味
を
恋
し
が
っ
た
大
名
達
は
、
故
郷
か
ら

野
菜
の
種
を
持
ち
込
み
、
農
民
を
呼
び

寄
せ
て
、
下
屋
敷
で
野
菜
を
栽
培
。
こ
う

し
て
全
国
各
地
の
野
菜
の
種
が
江
戸
に

運
ば
れ
、
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
が
後
に
『
江
戸
東
京
野
菜
』
と

呼
ば
れ
る
品
種
の
も
と
と
な
り
ま
し
た
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

時
が
移
り
、
江
戸
は

東
京
に
。
昭
和
4
0
年
代

に
な
る
と
、
多
く
の
畑

が
あ
っ
た
東
京
に
変
化

が
訪
れ
ま
す
。
人
口

1
0
0
0
万
人
を
超
え

る
大
都
市
と
な
っ
た
東

京
で
は
、
国
の
政
策
に

よ
っ
て
農
地
が
ビ
ル
な
ど

の
建
物
に
。
「
江
戸
東
京

野
菜
」
の
栽
培
も
打
撃

を
受
け
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

歴
史
を
受
け
継
ぎ
未
来
へ

伝
統
野
菜
を
守
る
取
り
組
み

農
地
の
都
市
化
が
進
む
な
か
、
品
種

改
良
さ
れ
た
一
代
交
配
種
（
F
l
種
）
の

種
が
台
頭
し
た
こ
と
が
、
追
い
討
ち
を
か

け
ま
す
。
形
が
均
一
な
F
l
種
と
比
べ
る

と
、
そ
の
土
地
で
代
々
栽
培
さ
れ
て
き
た

野
菜
は
サ
イ
ズ
が
不
揃
い
で
、
流
通
に
な

じ
み
づ
ら
か
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
事

情
か
ら
、
「
江
戸
東
京
野
菜
」
は
徐
々
に

作
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平

成
元
年
（
1
9
8
9
年
）
当
時
、
1
A
東

京
中
央
会
に
い
た
大
竹
さ
ん
は
、
こ
の
こ

と
を
農
家
の
方
か
ら
知
ら
さ
れ
る
と
、

「
農
家
の
方
が
つ
な
い
で
き
た
昔
な
が
ら

の
味
を
途
切
れ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
、
「
江
戸
東
京
野
菜
」
の
普
及
活
動

を
始
め
ま
す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

始
め
た
こ
ろ
は
1
5
種
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
現
在
は
5
0
種
に
。
今
も
料

理
人
や
各
地
域
の
農
家
の
方
々
と
協
力

し
な
が
ら
、
江
戸
東
京
野
菜
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
「
江
戸
東
京
野
菜
」

は
、
江
戸
の
農
業
の
歴
史
を
伝
え
る
意

味
も
果
た
し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

「
江
戸
東
京
野
菜
」
の

定
義
と
は
？

「
江
戸
東
京
野
菜
」
と
は
、
江
戸

期
か
ら
始
ま
る
東
京
の
野
菜
文
化

を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
代
々
生

産
し
て
き
た
種
や
苗
に
よ
っ
て
栽

培
さ
れ
て
き
た
固
定
種
、
ま
た
は

従
来
の
栽
培
法
等
に
由
来
す
る
野

菜
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
」
A

や
農
業
者
で
構
成
さ
れ
る
「
江
戸

東
京
野
菜
推
進
委
員
会
」
が
協
議

し
認
定
を
行
い
ま
す
。
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湛認

【タケノコ】

江戸時代、薩摩藩主から将軍
に献上され、東京全域で栽培さ

れるようになった。江戸時代は

目黒が名産地。

【奥多摩ワサビ】
文化文政のころから栽培され、

材木いかだで多摩川を下り江

戸に運ばれた。辛さの中に甘味

があり、香りも良い。

【早稲田ミョウガ】

江戸時代から大正時代に掛け
て、早稲田周辺で栽培された。

大振りで赤みが強く、薬味とし

て愛用された。

【練馬ダイコン】
徳川綱吉の時代、脚気が流
行。その際、ビタミン不足を補

うために、栽培が命じられたと

される。

【青茎三河島菜】
江戸時代初期、三河から持ち

込まれ、現在の荒川区三河島

中心に栽培された。背丈60セ

ンチを超えるものも。

【川口エンドウ】

現在の八王子市北西部で栽培

されていたキメサヤエンドウの

在来種。高台を利用して栽培さ
れた。

【伝統小松菜】
徳川吉宗が西小松川に鷹狩
りに来た際に食して気に入り、

その地名にちなんで「小松菜」

と命名。

【馬込半白キュウリ】

半分は白く、半分は薄い緑の
二色のキュウリ。青くささはな

く、白瓜のような柔らかな歯触

りがある。

【東京ウド】
光の当たらない場所で栽培し

た白くて柔らかなウド。幕末に

吉祥寺でウドの栽培が始まり、

北多摩一円が産地に。

【谷中ショウガ】

水に恵まれた谷中で栽培され
たショウガ。盆ショウガともいわ

れ、江戸っ子が真夏の食欲増

進のために食した。

【ノラボウ菜】

寒さに強く、育てやすいことか

ら、天明天保の飢饉で人々を

救ったことで知られる。茎が柔

らかく、ビタミンCが豊富。

【内藤トウガラシ】

甲州街道1番目の内藤新宿（現

在の新宿区）で栽培された唐

辛子。江戸っ子好みの唐辛子
の材料になった。
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「
旬
の
野
菜
の
魅
力
」

栄
養
価
も
最
大
に

旬
の
野
菜
が
体
に
良
い
理
由

品
種
改
良
が
進
み
、
多
く
の
野
菜

は
一
年
中
食
べ
ら
れ
る
の
が
当
た
り

前
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
本
来
野

菜
は
、
限
ら
れ
た
旬
の
時
季
に
し
か

し
収
穫
で
き
な
い
も
の
で
す
。
旬
と
は
、

野
菜
が
一
番
成
長
す
る
、
一
番
元
気
な

時
季
の
こ
と
。
成
長
す
る
た
め
に
、
元

気
の
源
で
あ
る
良
質
な
栄
養
分
を
蓄

え
て
い
る
の
で
、
栄
養
価
も
旬
の
時
季

に
最
大
に
な
り
ま
す
。
逆
に
季
節
外

れ
の
野
菜
は
栄
養
価
が
少
な
く
な
り

「
江
戸
東
京
野
菜
」
の
な
か
に
は
、
江

戸
ゆ
か
り
の
産
地
名
が
つ
く
野
菜
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
F
l
種
の
野
菜
と

は
違
い
、
形
も
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
多
様

な
味
わ
い
も
、
「
江
戸
東
京
野
菜
」
の
魅

力
で
す
。



●
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素材の良さを
引き出すのが腕の
見せ所です。

野菜本来の味を生かすようにしています。

／
江
戸
東
京
野
菜
の
＼

自
然
に
生
ま
れ
た

魅
力
を
味
わ
う

食
材
と
し
て
の
「
江
戸
東
京
野
菜
」

に
は
ど
ん
な
魅
力
が
あ
る
か
、
東
京

の
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ
ク
ニ
マ
ル
ノ
ウ
チ
」

で
話
を
伺
い
ま
し
た
。

東
京
の
風
土
が
育
ん
だ

伝
統
野
菜
の
多
彩
な
特
徴

東
京
・
丸
の
内
に
店
を
構
え
る
「
ミ
ク

ニ
マ
ル
ノ
ウ
チ
」
。
生
花
が
彩
る
、
洗
練

さ
れ
た
空
間
で
供
さ
れ
る
の
は
、
東
京
の

地
産
地
消
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
ナ

チ
ュ
ラ
ル
フ
レ
ン
チ
で
す
。
「
江
戸
東
京
野

菜
」
を
は
じ
め
と
し
た
東
京
産
食
材
と
、

食
べ
ら
れ
る
花
「
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ

ワ

ー

」

を

組

み

合

　

潜

わ
せ
た
、
野
菜
が
主
役
の

独
創
的
な
料
理
が
味
わ
え
ま
す
。

料
理
に
使
う
野
菜
は
ほ
ぼ
全
て
が
東

京
産
の
露
地
物
で
す
。
ラ
ン
チ
時
に
は
、

農
家
で
そ
の
日
の
早
朝
に
収
穫
さ
れ
た

野
菜
が
テ
ー
ブ
ル
に
上
り
ま
す
。

「
今
、
市
場
に
出
回
る
野
菜
の
ほ
と
ん

ど
は
、
食
べ
や
す
い
よ
う
に
品
種
改
良
さ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
と
比
べ
る
と
、
品

種
改
良
さ
れ
て
い
な
い
『
江
戸
東
京
野

菜
』
は
、
旬
の
時
季
が
短
く
、
え
ぐ
み
が

あ
っ
た
り
、
皮
が
厚
く
調
理
が
し
に
く

か
っ
た
り
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
欠
点
と
捉
え
ず
長
所
と
考
え
、

あ
え
て
濃
い
味
付
け
に
し
た
り
、
え
ぐ
み

を
抜
い
た
り
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
『
素

材
が
生
き
る
よ
う
に
、
野
菜
の
個
性
に
合

わ
せ
、
調
理
法
を
変
え
る
』
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
『
江
戸
東
京
野
菜
』
の
他

に
も
、
東
京
の
自
然
野
菜
な
ど
地
場
野

菜
も
使
い
、
失
わ
れ
か
け
て
い
た
大
切
な

食
文
化
を
守
っ
て
い
ま
す
」
と
料
理
長
の

黒
石
智
裕
さ
ん
は
お
話
く
だ
さ
い
ま
す
。



江戸東京伝統野菜東京ウドと富山湾
ホタルイカのサラダ（上）
クセがなく香りが良い東京ウドを、オリーブ油と塩

胡椒のシンプルな味付けで。

鹿児島県産鮒のグリル江戸東京野菜
のらぼう菜のポシェとフリット（左下）

茹でる、揚げるの2つの調理法でノラボウ菜の食

感や香りの変化を楽しむ一皿。

J

⑳ミクニマルノウチ

東京都千代田区丸の内2－6－1

丸の内ブリックスクエアアネックス2階
℡03－5220－3921⑳11：00～15：30（L014：30）

17：30～23：00（L021：00）

㊥不定休丸の内ブリックスクエアに準ずる 料理長黒石智裕さん

美し国6月号（vol．73）

【特集】今や世界基準の味わい

魅力にとろける国産チーズ
チーズには、整腸作用があり、

免疫力向上などの健康効果を

もたらしてくれます。外国のイ

メージがありますが、近年、世

界が日本産に注目。今回は国

産チーズの魅力に迫ります。

読者
プレゼント

「美し国」読者の皆さま限定で、特集で取材した地域の名産品
などをプレゼント致します。ぜひ、奮ってご応募ください。

で見つけた、お土産に
したいこの一品

抽選で1（∋名様

「調味料3本セット」㌍諾
トマトバシルドレッシング、ゆずポン酢、柿酢（各100ml）のセットです。

商品の詳細・お問い合わせはこちら⇒Tel：0428－31－3769

北海道産あべ午のロースト季節の江戸
東京伝統野菜と清瀬横山園芸のエディ
ブルフラワーのメランジェ（右下）
一種ずつ調理法を変えて野菜の持ち味を引き出

し、牛ロースト、食用花と混ぜたサラダ。

日清医療食品

管理栄養士　　　　　　　．一二

読者プレゼントご希望の方は、
下記の応募方法にてご応募ください。

●13ページ下の「お茶の間便・趣味の広場

係行」、もしくは、「クロスワードパズル係行」の

ハガキに、お名前、年齢、お客様番号等、必要

事項をご記入の上、ご応募ください（5月31日

必着）。●応募者多数の場合は、厳正な抽

選の上、当選者を決めさせていただきます。

当選者の発表は発送をもって代えさせていた

だきます。

※取得した個人情報は「個人情報保護方針」に

基づき利用・管理いたします。

※掲載店舗の営業状況については、変更になることがあります。詳しくは各店舗にお問い合わせください。

※商品の内容は予告なく変更となる場合がございますので、あらかじめご了承ください。
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口
に
し
た
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る

本
物
の
野
菜
の
お
い
し
さ

「
江
戸
東
京
野
菜
」
は
限
ら
れ
た
旬
の

時
季
し
か
収
穫
で
き
ず
、
収
穫
量
の
予

測
も
難
し
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
「
ミ
ク

ニ
マ
ル
ノ
ウ
チ
」
で
は
、
農
家
の
方
か
ら

直
接
連
絡
を
も
ら
い
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
ん

な
野
菜
が
入
る
か
分
か
っ
て
か
ら
、
コ
ー

ス
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
立
て
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
旬
の
時
季
に
し
か
味

わ
え
な
い
、
本
物
の
野
菜
の
み
ず
み
ず
し

さ
、
香
り
高
さ
、
歯
触
り
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

「
『
江
戸
東
京
野
菜
』
の
魅
力
は
、
旬

の
時
季
に
、
品
種
改
良
さ
れ
て
い
な
い
本

来
の
野
菜
が
持
つ
素
朴
な
味
を
口
に
で

き
る
こ
と
で
す
。
昔
の
野
菜
を
食
べ
た
こ

と
の
あ
る
世
代
の
方
は
、
実
際
に
食
べ
る

と
と
て
も
驚
か
れ
ま
す
。
昔
食
べ
た
野
菜

の
味
と
一
緒
だ
と
涙
ぐ
む
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
」
。

そ
の
時
季
な
ら
で
は
の
ほ
の
か
な
甘

さ
、
す
っ
ぱ
さ
、
青
っ
ぽ
さ
。
自
然
に
育
ま

れ
た
野
性
味
や
豊
か
な
個
性
を
味
わ
う

の
も
、
「
江
戸
東
京
野
菜
」
を
味
わ
う
醍

醐
味
な
の
で
す
。

．
刃
．
＼
。

れ
て
い
る
の
で
、
皮

ご
と
利
用
す
る
の
が

お
す
す
め
で
す
。

ン
は
、
茹
で
る
と
流
れ
出
る

性
質
が
あ
る
の
で
、
生
野
菜
で
摂

る
の
が
一
番
で
す
。
加
熱
す
る
際

は
長
く
茹
で
な
い
よ
う
に
注
意

を
。
ト
マ
ト
や
ニ
ン
ジ
ン
は
、
皮
に

栄
養
が
豊
富
に
含
ま

生
野
菜
が
一
番

ビ
タ
ミ
ン
C
、
ビ
タ
ミ

ン
B
l
、
ビ
タ
ミ
ン
B
2

な
ど
の
水
溶
性
ピ
タ
ミ

栄
養
を
上
手
に
摂
る
に
は



血
ハ◇
プレゼントの

詳細は裏面を
CheCkH

ユニ（つ

キリトリ緑＞く・一一一一一一一日一日……一一日日一一日一一一一一一一日一日一日

※お友だちが商品を購入されますとご紹介成立となります。その他詳細は裏面をご確認ください。
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お
友
だ
ち
紹
介
特

…
　
水
　
食
宅
便
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
、
ご
紹
介
者
様
と
お
友
だ
ち
の
両
方
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
す
！

美
し
国
　
血
7
2

遊
紗
粗
男
＞
野
営
商

き
眈
屯
泊
知

矧

　

　

錯

u
N
い
阜

禦
二
滴
＼
／
）
叫
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回
回
回
画
回
回
画

帥
巨
利
詮
避
遥

N
O
N
U
欄
山
勘

一
心
□
鮎
d

（
包
≠
潮
糊
）

㈲
轟
涌
き
砂
剖
珊
淋
岡
－
噺
日
干
一
・
N
u

淵
日
蝕
↓
裏
b
H
¶
代
さ
垂
肩

口
諦
岡
瓶
抄
副
葬
洪
帥
＃

「
訪
対
花
か
茹
⇒
董
海
」
裏
苛

訪
糾
柁
山
口
再
．
「
龍
u
T
辻
－
三
割
凱
壌
）
い
0
0
コ
時
」
u
T
喧
V
T

※
習
覇
r
汀
壷
＞
頭
梱
聖
竺
壷
ゝ
諭
鎧
嘉
掴
卸
聖
±
日
脚
止
仰
望
遜
・
唖
描
二
村
r
弗
叫
○

※
代
虎
か
日
記
＞
墓
伊
ノ
詠
嘲
用
談
＞
薬
篭
拙
＞
「
ベ
（
柁
放
て
0

メ
‥

キ

リ

ト

リ

緑

l
r
r

「
記
入
欄
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
注
意
事
項
）
●
ご
紹
介
い
た
だ
く
お
友
だ
ち
は
、
「
食
宅
便
」
を
初
め
て
お
申
し

込
み
い
た
だ
く
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
●
お
友
だ
ち
は
何
名
で
も
ご
紹

介
い
た
だ
け
ま
す
が
、
ご
本
人
自
身
の
紹
介
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
同
居
の
方

の
お
申
し
込
み
は
可
能
で
す
。
●
お
た
め
し
セ
ッ
ト
・
健
康
応
援
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
食
宅

便
の
家
電
製
品
は
本
紹
介
特
典
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
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発
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日
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0
東
京
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の
内
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ナ
・
3
東
京
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
2
0
階
T
E
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0
3
・
3
2
8
7
3
6
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1
（
代
表
）


